
２０２４／０２／１３ （火）号外 事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

事故や火事に
気を取られないようにしよう

２０２４．２．７

車を運転していて怖いのは、何気なく「わき見」をして、一瞬前方から

目を離して運転をすることです。

「わき見」をする理由はいろいろあるのですが、いちばん無意識にして

しまうのが、事故や火事の現場に出会って、そちらを見てしまうことでは

ないでしょうか？

先日、東京都で自転車に乗っていた女性が、乗用車にはねられる事故が

あったのですが、事故現場から約１４０ｍ先の住宅街で火事が起こってお

り、運転していた男性は「火事に気をとられていた」といった話をしてい

ました。

「わき見」は、自分が興味・関心があるものに目がいきますので、運転

する人によって「わき見」をする対象が変わってきます。

しかし、事故現場や火災現場に出会うと、ほとんどすべての人が興味・

関心がありますので、思わずそちらを見てしまいます。

ある程度、目を向けるのは仕方がないとは思いますが、問題は見ている

時間です。

見るのは一瞬にして、絶対に何秒も見ないようにしてください。


